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株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

うるま市版「ローカルＰＦＩ」の実現に向け 

地域との連携による賑わい創出の実証実験を実施します 

 
当社グループの基幹会社である株式会社オリエンタルコンサルタンツ（本社：東京都渋谷区、代表取締

役社長：野崎秀則）は、うるま市から「石川庁舎周辺利活用推進検討業務」を受注し、既存公共施設等の

機能移転・集約等を含む利活用の在り方、公民連携による人流と賑わいの創出に資する機能整備、周辺地

域との連携や既存市街地への周遊促進を図ることを目指し、事業化に向けての各種検討に取り組んでお

ります。 

本事業は、対象地である石川地域の人々や魅力を最大限に発揮できる事業展開としてうるま市版「ロー

カル PFI」※の実現を目指しています。 

検討にあたっては、旧石川大通り会を復活させた「みほそあきない組合」や、指定管理者であるアスレ

チックパークマネジメント共同事業体の代表団体である「株式会社 KEI LINER（本社：沖縄県浦添市、

代表取締役：上地啓介）」、地域の広報・イベント会社である「ワイドーaiプロ株式会社（本社：沖縄県う

るま市、代表取締役：新垣壮大）」と連携し、実施します。 

本実証実験は、「トライアル実証イベント（実証実験）」と「マーケットサウンディング調査（市場調査）」

を同時に実施するという点で、全国初の取り組みとなります。 

これらを組み合わせることで、実際の整備・運営上等の問題・課題の把握、マーケティング分析（ニー

ズ分析・商圏分析等）及び民間事業者の事業へ参入意向の把握等、今後の事業推進に向けた実現的かつ具

体的な成果を得ることができると考えています。 

同社は、これからも地域内外の事業者や住民参加のまちづくりを支援し、地域の魅力を最大限発揮する

ことのできるまちづくりに貢献してまいります。 

 
※:地元企業の参画、地域産材の活用、地域人材の育成等、地域経済社会の活性化を特長とする PFI 

 

■マーケットサウンディング調査およびトライアル実証イベント（実証実験）の参画フロー 
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凡例



■事業コンセプト（案）及びトライアル実証イベント（実証実験）のテーマ 

 
 

■対象地写真 

 
■専用 HP（うるま市） 

https://www.city.uruma.lg.jp/1002003000/contents/p000018.html 

 

以上 

【滞在】市民の日常の賑わいを最大限に活かす拠点

朝の散歩や
BBQの休日利用、
広場での滞在 etc…
日常的に利用できる

多様な場所に

【交わる】
石川からうるまへ
うるまから島全体へ

好立地を生かし、
石川・うるまと

島全体が
自然と交わる
交流拠点に

【感じる】
石川・うるまの
魅力を感じる

朝日を望める海、
波の音が聞こえる海辺…

日常の石川を感じ
石川・うるまのファン
づくりに寄与する

【学ぶ】
日常的に学びを
体験できる場へ

【食べる】
住民でも、観光客でも

”食”を楽しむ

多様性

ISHIKAWA

BASE

イシカワベース

【遊ぶ】
さまざまな機能で
多様な遊び方

日々の習いごとや、
ちょっと特別な体験など

日常の延長上での
学びを促す

ISHIKAWA 

BASE

イシカワベース

BBQ場、地元名店 etc…
朝から晩まで、
全ての時間帯で

食を楽しめる場所に

ターゲット

市民・県民のファミリー層

 消費拡大のため、グループ単位で
の利用として、主なターゲットに
ファミリー層を想定。

 また、市⺠をターゲットとするこ
とで、日常の賑わいや地域の暮ら
し ⽂化に直接触れる場となり 
「活きた沖縄」を感じる観光地と
して、レジャー性が⾼い観光地
（⻄海岸等）との区別化を図る。

方針

 市⺠が日常的に訪れたくなるよう
な、日常に溶け込んだ地域密着型
滞在型交流拠点を⽬指す。

 日常の賑わいを生むことで周辺か
らも⼈が集まり、地域と訪れる
⼈々をつなぐ重要な拠点となる。

 ひいては本拠点の整備により、石
川地域が通過点から滞在点（＝⽬
的地）になることを⽬指す。

地域密着型滞在交流拠点

事業コンセプト（案）

ISHIKAWA BASE
～沖縄のみほそ「石川地域」に新たなBASE（居場所）を生み出そう！～

トライアル実証イベントのテーマ

ISHIKAWA BASE
～市民の日常の賑わいを最大限に引き出す地域密着型滞在交流拠点～

イ シ カ ワ ベ ー ス

イ シ カ ワ ベ ー ス

石川体育館石川会館
①対象地全体 ②石川ビーチ

③庁舎等の公共施設 ④ふ頭

②

①

③
④

出典：石川ゲートウェイ拠点形成基本計画

＜本資料に関するお問い合わせ先＞  

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

TEL: 03-6311-7551 FAX: 03-6311-8011 

URL：https://www.oriconsul.com/ 

統括本部  伊藤、丸山、門司 
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